
     東大寺大仏の銅伝承が残る 摂津国 北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川  

 多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く 2016. 8.18.& 8.24. 

最盛期の江戸時代の街道筋の景観や家並・多数の間歩(坑道)などがそっくりそのまま残る           

また、すぐ近くで 銅の露頭がみられるのにもびっくりしました  
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多田銀銅山を中心とした兵庫県猪名川町や川西市、

宝塚市 そして 大阪府豊能町など十数キロ四方

に広がる山里の地域には 古代から 多数の小規

模な鉱床が散在する鉱山地帯。その中心 猪名川

町多田銀銅山は銀・銅を主とする大鉱山。 その

最盛期は16 世紀後半～18 世紀前半 吹屋（ふ

きや）（精錬所・採銅所）が76軒も立ち、その

にぎわいぶりは「銀山三千軒」と呼ばれた。   

江戸時代には、新たな銀の大鉱脈が発見されると

幕府直轄となり、最盛期 その生産量は銀で佐渡 

銅で足尾に次ぐ大鉱山となって国をささえた。 

その後 資源の枯渇とともに衰退しつつも、明治

になって民営化されるが、引き続き昭和40年代

まで 生産がつつけられたという。 
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【 内  容 】 
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